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立命館大学 EDGE+R プログラムでは、総合レンタル会社の西尾レントオール株式会社（本社：大

阪府大阪市、代表取締役社長：西尾公志）と連携し、「防災」を見つめ直し、身近な関心事として捉

えてもらうコンテンツを制作しています。9 月 24 日（土）、25 日（日）の 2 日間、兵庫県の JR 三ノ宮駅

南側駅前広場「&3PARK」で、学生がプロデュースした企画展示を行います。 

 

今回の取り組みは、「西尾レントオールの仮設資材を使用し、防災の意味を再定義できるようなコ

ンテンツ（ブース）をプロデュースする」をテーマとしています。プログラムを受講する学生は、8 月に

西尾レントオール株式会社と共同のアイデアワークショップを行い、西尾レントオール株式会社が採

用した企画を 1 カ月かけてブラッシュアップしてきました。防災体験ワークショップにて企画ブースを

出展し、一般の方々に体験いただきます。 

 本取り組みを通して、「防災」を切り口にした学生の企画立案能力を高めるとともに、イベントに参

加いただく人々の防災意識の向上に寄与できることを期待しています。 

 

■取り組み概要について  

【防災体験ワークショップ】  

日  程：2022 年 9 月 24 日（土）・25 日（日）  

場  所：ＪＲ三ノ宮駅南側駅前広場「&3PARK」 

参加者：立命館大学の学生約 15 人、西尾レントオール株式会社の社員  

内  容：別紙をご覧ください。 

本リリースの配布先： 大阪科学・大学記者クラブ 
 

●取材・内容についてのお問い合わせ先 

立命館大学共通教育課 EDGE+R 事務局担当：野神・吉川 

TEL.077-561-5910 Email. r-edge@st.ritsumei.ac.jp   

 

 

【産官学連携事業】～“防災”の意味を再定義する～ 

2022 年度 EDGE＋Ｒプログラム 企業協賛ワークショップ 

市民とともに考える体験型防災イベント「さんのみや防災のチカラ」開催 

日 程：2022 年 9 月 24 日（土）・25 日（日） 

場 所：JR 三ノ宮駅南側駅前広場「&3PARK」 

 

mailto:Email.s0610686@st.ritsumei.ac.jp


別紙  

■各取り組みの内容 

 ①アイデアワークショップ ※開催済み 

開催場所：立命館大学大阪いばらきキャンパス（大阪府茨木市岩倉町 2-150） 

  【8 月 25 日（木）】 

  ・展示会に向けたアウトプットの説明とイメージ共有 

  ・個人による「防災」のフレーム創造・メタファー創造 

  ・チームによる「防災」のフレーム・メタファーの融合 

  ・メタファーからユーザー体験(UX)の創造 

  【8 月 26 日（金）】 

  ・展示の UX の作り込み 

  ・展示のサービスデザイン検討 

  ・企画書の作成 

ワークショップの様子      

 ②防災体験ワークショップ 

開催場所：ＪＲ三ノ宮駅南側駅前広場「&3PARK」 

  【9 月 24 日（土）・25 日（日）】 

アイデアワークショップで作り込んだ企画を実際の形とした展示ブースを学生が出展。来場者が 

体験することで、防災について新しい視点から考えるきっかけを得ていただくことを目的に、3 つの 

企画ブースを出展します。 

 

■立命館大学 EDGE+R プログラムについて 

「立命館大学 EDGE+R(イノベーション・アーキテクト養成プログラム)」は、イノベーションを興せる 

人材の輩出を目指し、学内外を問わず、新しいことに挑戦するひとを求めるプログラムで、2014 年か

ら始まりました。起業を目指すひと、仲間が欲しいひと、企業課題の解決をやってみたいひとなど、

多様なひとが混ざる「場」として、学部の垣根を越えた多様なプログラムを用意しています。 

EDGE+R プログラムは、文部科学省グローバルアントレプレナー育成促進事業（EDGE、2014 年 

度〜2016 年度）に引き続き、文部科学省次世代アントレプレナー育成事業（EDGE-NEXT、2017 

年度〜2021 年度）に採択され、2022 年度より立命館大学独自のプログラムとしてスタートしている

プログラムです。本プログラムでは企業協賛ワークショップと称し、企業より与えられた課題、テーマ

について、「デザイン」に関わる手法をもとにビジネスモデルを考えるワークショップを実施しています。 

 

■西尾レントオール株式会社について 

社会では仕事や生活で様々な物品がレンタルで使われています。特定の物品を所有するのでは

なく、時間や場所、経済性の制約を軽減して多様な活動を行うことができるからです。西尾レントオ

ール株式会社は、建設やイベント分野を中心に様々な物品をレンタルしている企業です。BCP 対策

の実証実験として本社機能を大阪市北区の「『みどり』のリビングラボうめきた外庭 SQUARE」(屋外)

に一時的に移転したことでも注目を集めています。 

公式サイト http://www.nishio-rent.co.jp/2020/09/30/39254/ 


